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こ
と
ぶ
き
大
学
移
動
研
修
が
７
月
17
日
か

ら
18
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
64
名
の
大
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
青
森
県
の
下
北
半
島
を
巡
る
研

修
で
、
１
日
目
は
海
上
自
衛
隊
資
料
館｢

北

洋
館｣

と
日
本
３
大
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
る

「
恐
山
」を
見
学
し
ま
し
た
。
北
洋
館
で
は
日

露
戦
争
か
ら
第
２
次
世
界
大
戦
、
そ
し
て
現

在
の
海
上
自
衛
隊
の
お
話
を
伺
い
、
参
加
者

は
昔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
恐
山
で
は
場
内
を

参
拝
。
大
祭
間
近
と
あ
っ
て
、
イ
タ
コ
の
口

寄
せ
が
各
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
本
州
最
北
端
の
大
間
崎
と
仏
ヶ

浦
展
望
台
へ
。
こ
の
う
ち
大
間
崎
で
は
霧
が

辺
り
一
面
に
た
ち
こ
め
、
残
念
な
が
ら
津
軽

海
峡
や
北
海
道
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
マ
グ
ロ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

バ
ッ
ク
に
、
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
通
じ
、
八

森
・
峰
浜
両
地
区
の
親
交
が
さ
ら
に
深
め
ら

れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

総会の模様

こ
と
ぶ
き
大
学
移
動
研
修　
青
森
・
下
北
半
島
を
巡
る

　

７
月
26
日
、
フ
ァ
ガ
ス
を
会
場
に
八

峰
町
芸
術
文
化
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
会
員
な
ど
43
名
が
出
席
。
20
年

度
事
業
計
画
に
は
、主
催
事
業
で
あ
る「
第

３
回
八
峰
町
文
化
祭
開
催
」の
ほ
か
、「
由

利
本
荘
市
へ
の
視
察
研
修
」な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

八
峰
町
芸
術
文
化
協
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
20
年
度
東
北
地
区
体
育
指
導
委

員
研
修
会
が
７
月
11
日
・
12
日
の
両
日
、

東
北
各
県
か
ら
約
千
名
の
体
育
指
導
委
員

が
参
加
し
、
能
代
市
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
の
中
で
、
能
代
山
本
管

内
で
は
当
町
の
畠
山
一
夫
さ
ん
が
19
年
間

に
渡
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
東
北
地
区
体

育
指
導
委
員
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
日
研
修
会
終
了
後
に
開

催
さ
れ
た
秋
田
県
大
会
に
お
い
て
、
芹
田

悦
子
さ
ん
が
秋
田
県
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
12
日
に
は
、
実
技
研
修
と
し

て
二
ツ
森
を
会
場
に
白
神
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
、
前
日
ま
で
の
悪
天
候
に
よ

り
足
場
の
悪
い
な
か
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
ガ
イ
ド
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾

け
、世
界
遺
産
を
満
喫
し
た
よ
う
で
し
た
。

東
北
地
区
体
育
指
導
委
員

研
修
会
開
催

　

町
文
化
財
保
護
協
会
は
７
月
18
日
、
峰

浜
地
区
の
町
指
定
天
然
記
念
物
や
史
跡
を

巡
る
町
内
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
19
名
は
、
町
指
定
の
長

泉
寺
の
し
な
の
木（
強
坂
）、
旦
那
の
い
ち

ょ
う（
大
久
保
岱
）、
沢
目
神
社
の
え
の
き

の
ほ
か
畑
谷
の「
親
子
石
」、
宮
川
の
さ
わ

ら（
塙
）、
八
幡
神
社
の
大
杉（
大
信
田
）な

ど
を
見
学
。

　

長
泉
寺
で
は
柳
川
住
職
か
ら
説
明
を
受

け
、
樹
齢
４
０
０
年
以
上
の
し
な
の
木
に

直
接
触
れ
、
根
元
裏
側
の
大
き
な
空
洞

や
分
厚
い
樹
皮
で
成
長
し
て
い
る
生
命
力

に
、
皆
驚
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

八
森
地
区
の
会
員
に
と
っ
て
は
、
普
段

訪
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
峰
浜
地
区
の
各

集
落
を
巡
回
で
き
、
大
変
有
益
な
研
修
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

峰
浜
地
区
の

名
木
・
古
木
を
訪
ね
て

大間崎にて記念撮影

美しい高山植物に囲まれて

　

７
月
20
日
、
真
瀬
山
の
会
主
催
の
町
民

登
山
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は｢

秋
田
駒
ケ
岳
と
秘
湯
国
見
温

泉
の
山
旅｣

と
称
し
、
八
森
を
５
時
に
出

発
し
た
一
行
18
人
は
、
バ
ス
に
よ
り
秋
田

駒
ケ
岳
８
合
目
の
駐
車
場
に
到
着
。
岩

手
県
雫
石
町
の
国
見
温
泉
ま
で
の
約
５
時

間
の
縦
走
の
途
中
で
阿
弥
陀
が
池
や
男
岳

（
標
高
１
６
２
３
ｍ
）
に
登
頂
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
眼
下

に
広
が
る
田
沢
湖
や
山
並
み
の
眺
望
は
望

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
の
高
山
植
物
に
迎
え

ら
れ
、
充
実
し
た
山
旅
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
登
山
開
催秋

田
駒
ケ
岳
へ

役
職
名

氏
名

所
属
団
体
名

会　

長

秋
田　

忠

竹
仙
会

副
会
長

岩
見
光
三

み
の
り
の
吟
社

今
井
東
長

書
道
愛
好
会

川
村
清
一

竹
親
会

諸
沢
久
子

東
八
森
翔
舞
会

理
事

※
加
盟
団
体
代
表
者
の
方
々

監
事

武
田
和
秋

畑
谷
郷
土
芸
能
愛
好
会

日
沼
克
文

祭
鼓
連

（
※
役
員
の
任
期
は
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
）

ブナの木を見上げる参加者

書　　　名 著　者　名 出　版　社

11 ゴールデンスランバー 伊坂幸太郎 新潮社

12 エスピオナージ 麻生幾 幻冬舎

13 犬と私の１０の約束 川口晴 文藝春秋

14 人類が消えた世界 アラン・ワイズマン 早川書房

15 図書館の神様 瀬尾まいこ マガジンハウス

16 幸せの絆 木村藤子 主婦と生活社

17 ｢自分｣から自由になる
沈黙入門 小池龍之介 幻冬舎

18 平成二十年度　代表作時代小説 日本文藝家協会 光文社

19 勇族の挽歌　奥州平安の動乱 高崎晴朗 本の森

20 林檎と蛇のゲーム 森川楓子 宝島社

21 Ａ型自分の説明書 Jamais Jamais 文芸社

22 Ｂ型自分の説明書 Jamais Jamais 文芸社

23 ＡＢ型自分の説明書 Jamais Jamais 文芸社

峰浜公民館に新刊図書が入りました。
ご利用ください。

新刊図書新刊図書ののののご案内ご案内新刊図書のご案内

書　　　名 著　者　名 出　版　社

1 ハリー・ポッターと
死の秘宝㊤㊦ Ｊ．Ｋ．ローリング 静山社

2 朱蒙㊤㊥㊦ チェ・ワンギュ他 朝日新聞社

3 太王四神記　公式ノベライズ
㊤㊥㊦ 和佐田道子 講談社

4 天地人㊤㊦ 火坂雅志 ＮＨＫ出版

5 地の日　天の海㊤㊦ 内田康夫 角川書店

6 白神の山旅 西口正司 ―

7 ファイブ 平山讓 ＮＨＫ出版

8 日本の裏金㊤㊦ 古川利明 第三書館

9 篤姫の生涯 宮尾登美子 ＮＨＫ出版

10 甲子園への遺言 門田隆将 講談社

沢目神社「えのき」の下で


